
第３１回北海道国際理解教育研究大会 函館大会を終えて
北海道国際理解教育研究大会 函館大会

実行委員長 青 木 完 二

（函館市五稜中学校長）

１１月４日（木）・５日（金）に開催いたしました第３１回北海道国際理解教育研究大会函館大会において、

全道各地から多くの皆様にご参加をいただき、大会実行委員長として衷心より感謝申し上げます。本市研究

会にとりましては、初めての全道大会の開催でありましたが、おかげさまで、多くの成果を確認できたとと

もに、会員の皆様や関係各位の皆様からも賞賛の言葉をいただくなど、授業や運営に当たった会員一同にと

りましても大きな自信をはぐくむことができました。重ねてお礼申し上げます。本当にありがとうございま

した。

さて、本市研究会は、昭和６３年の発足から、一貫して「世界に広がり、自分を見つめる子ども」の育成

をめざし、授業研究会をはじめ、函館市在住の外国人や海外在住経験のある方の講演会の実施、さらには北

海道国際交流センターでの研修会など、様々な実践を積み重ねてまいりました。

そうした中、この度は、第９次研究主題「自分と地球をつなぎ、未来を切り拓く児童生徒の育成」のもと、

空知大会や札幌大会での成果を踏まえ、「地域に学び、地球市民として行動できる児童生徒の育成」を副主題

に掲げ、研究を発表させていただきました。

とりわけ、本研究大会の趣旨を受け、１５１年前のペリー来函を契機に多くの国々の人々や文化・慣習等

と交流を重ねてきた函館の歴史性を生かした教材を工夫するなど、地域からの学びを自らの世界観につなげ

ていけるよう、授業実践を提供させていただきました。私の挨拶の中でもお話いたしましたが、歴史的な史

実を伝えることは、一定程度できるのですが、そこで交わされた異国の方々との心の交流や当時の函館の人

々の思いをどのように子どもたちに伝えるかが大きなテーマでもありました。

おかげさまで、自分たちの住む街の歴史だけではなく、当時の函館に生きる人々の気持ちに対する子ども

たちの驚きの表情や瞳の輝きに触れることができ、今回の授業に対する温かい評価を受けた思いがいたしま

した。その後の研究協議においても、活発な意見交換がなされ、会員一同、改めて、今回の全道大会の開催

を引き受け、本当によかったという思いをもつことができました。

終わりになりますが、本研究大会にあたりまして、ご尽力頂きましたたくさんの関係者の皆様に深く感謝

申し上げながら、次年度の上川管内のご成功をお祈り申し上げます。

会 長 白石 邦彦

事務局長 中村 淳

平成２２年１２月２２日発行



第２０回 全国海外子女教育・国際理解教育研究協議会北海道ブロック大会、第３１回 北海道国際理解教

育研究大会函館大会、第１回 函館市国際理解教育研究大会に先立ち、平成２２年度の理事会総会ならびに研

修会が、全国海外子女教育国際理解教育研究協議会会長・滝多賀雄様、事務局長・松井聡様を迎えて、ロワ

ジールホテル函館で行われました。

審議事項として事務局から出された会費徴収にかかわる規約改正については、様々な意見が出されました。

熱心な話し合いの中では、「地区会員＝道会員」という原則が確認されました。また、それに伴って各地区の

事務局運営金を算定式から導き出す内容も提案されました。算定の仕方によって会費が上がる場合があり、

それによって会員の減少が懸念される意見も出されましたが、逆に全員が道の会費を納めても良いという意

見もあり、会の運営と研究大会の開催を支える上で、事務局の提案を指示する方向性を確認し、スタートさ

せることとなりました。（算定式や事務局運営金については、見直しを図りながら進める。）

函館市で開催される初めての大会でしたが、授業者の先生方、運営された函館市国際理解教育研究会・渡

島地区国際理解教育研究会の皆様、大会にかかわられた皆様のおかげで、大変実りのあるすばらしい大会に

なりました。ありがとうございました。

【会 次 第】

１．開会の言葉 渡島地区会長 黒田 仁志

２．会長挨拶 会 長 白石 邦彦

３．来賓挨拶

全国海外子女教育・国際理解教育研究協議会会長 滝 多賀雄 様

４．自己紹介（理事・事務局員）

５．平成２２年度事業計画

研究・事務局・庶務・広報・会計・組織 各担当者

６．説明報告事項

(1)平成２２年度役員・事務局員・地区委員について 中村事務局長

(2)第３１回北海道国際理解教育研究大会・函館大会について

・平成２２年１１月４日（木）・５日（金）について 函館市会長 青木 完二

(3)今後の大会開催予定地

７．審議事項

(1)規約改正について 中村事務局長

(2)平成２２年度「派遣教員研修会・帰国教員報告会」開催について 森事務局次長

８．次期大会開催地会長挨拶 上川管内会長 藤崎 良二

９．連絡・その他

道会員会費納入のお願い 福田会計部長

全海研補習校カリキュラム作成の状況 中村事務局長

10．閉会の言葉 釧路地区会長 戸松 栄

１ 十勝 ２ 檜山 ３ 札幌 ４ 後志 ５ 札幌 ６ 胆振 ７ 札幌

８ 上川 ９ 渡島 10 札幌 11 網走 12 十勝 13 檜山

14 釧路 15 石狩 16 旭川 17 札幌 18 釧路 19 後志

20 北見 21 胆振・室蘭 22 札幌 23 十勝 24 上川・旭川

25 釧路 26 石狩 27 胆振 28 網走 29 空知 30 札幌

31 函館 32 上川・旭川 33 帯広 34 釧路



【小学校部会 公開授業・授業別分科会】（外国語活動）
小学校６年 外国語活動 単元名「自分の一日を紹介しよう」

◇児童 函館市立駒場小学校 ６年２組 ２９名
◇授業者 函館市立駒場小学校 教諭 齋藤 英代
◇運営・司会者 函館市立鱒川小学校 教頭 長瀬 雅一
◇助言者 函館市立鍛神小学校 校長 藤井 良江

北海道教育庁上川教育局教育支援課義務教育指導班 指導主事 新居 雅人
◇記録者 函館市立鍛神小学校 教諭 櫻井 美香

【授業の様子】
教師と児童の明るく元気のよい挨拶からのスタート。一人一人の顔を見ながら、全員と挨拶を交わしてい

た。全員と会話をすることで、児童の活動への意欲の高まりが感じられた。
生活の様子に関わる表現のチャンツでは、ジェスチャーをつけながら練習に取り組んでいた。教師のジェ

スチャーをアレンジする児童もいて、音声と動作を一致させ、理
解を深めることができていた。

『インタビューゲーム 世界の一日』では、生活の時刻を進ん
で答える中で、世界の子どもたちの生活時刻を知り、自分たちと
の共通点や相違点についての気づきが見られた。

振り返りでは、「イタリアの生活を知り、行ってみたいと思っ
た。もっと、いろいろな国のことを知りたいと思った。」という
目標の本質に迫る感想を書いていた。

また、「今日の言い方を外国に行ったとき遣ってみたい。」とコ
ミュニケーション活動への意欲的な態度も感じられた。

【分科会の様子】
教師自身が外国語を学ぶモデルとして、積極的にコミュニケーションを図ろうとする姿が、子どもたちを

生き生きと活動させる原動力となっているという感想が多くあった。そのためには、研修や教材研究など、
学校全体として進めていくことの必要性も話された。話し合いでは、次のようなことについて出されていた。
○しっかりと聞かせるために工夫していることについて

・友達の発表をよく聞くように、Greetingで人数確認をする方法を取り入れている。
・オリジナルのチャンツを使い、子どもの様子を見ながら速さや切り方を変え、リズムに乗って繰り返し

練習するようにしている。
○普段から英語に慣れ親しむための工夫について

・校内の掲示物を工夫したり、普段から教師が意識して外国語を使うようにしている。
・教師がモデルとなり、表情やジェスチャーを大切に授業を行うようにしている。

○個に応じた指導について
・自分から活動に入れない児童には、まず教師が相手になり，他の児童にも声をかけるようにしている。
・学級経営や他教科とのかかわりをもって外国語活動に取り組んでいる。

○教材研究
・研修について
・研究指定校となっていることもあり、校内での研修や研究授業などが充実している。また、外部への自

主研修にも参加し、経験を積んできた。
・だれでもできるような外国語活動を目指して、学校全体として進められる研修が大切になってくる。
・中学校に向けて楽しさを感じられる授業づくりを目指している。

○地域人材の活用について
・月1回のＡＥＴの訪問や函館市で行っている『外国語サポーター制度』を活用し、外国人講師や日本人

講師と授業を行っている。

☆助言者の藤井先生からは、地域人材やICT機器を積極的に活用し、誰でもできるような外国語活動を目指
していくことが語られた。

また、新居先生からは、外国語や外国の文化を扱う際は、国語や日本の文化についても理解を深めるこ
とができるようにする必要性が話され、国際理解をするうえで、自国の言葉や文化について改めて考える
ことの大切さを実感した。



【小学校部会 公開授業・授業別分科会】（函館らしい 国際理解教育）

小学校５年 総合的な学習 単元名「函館探検隊」

◇児童 函館市立駒場小学校 ５年２組 ２３名

◇授業者 函館市立駒場小学校 教諭 佐藤 知

◇運営・司会者 函館市立深堀小学校 教頭 寺本 公彦

◇助言者 函館市立北美原小学校 校長 八木 裕

北海道教育庁後志教育局教育支援課義務教育指導班 指導主事 石川 美裕

◇記録者 函館市立深堀小学校 教諭 中村 誠司

【授業の様子】

本時の課題は、「函館は、なぜ異国情緒のある街になったか」である。また、本時の目標は、「開港

当時の函館の人々の気持ちを考え、函館と世界とのつながりに気付くことができる。」である。授業は、

ICTを活用した分かりやすい提示により、画面に次々と現れる教材に子ども達は食い入るように見入

っていた。子ども達を引きつける魅力的な教材が多く準備されていた。

PCにより、「黒船」「ペリーの似顔絵」「松前藩の御触書」などを提示し、子ども達に説明。特に「御

触書」の内容に触れて、この内容に反した者については、本人だけではなく、家族、親戚も処罰され

るという厳しい中身を知り、子ども達は驚いていた。「昔の人々の気持ち」を予想して、「きっと恐ろ

しかったことだろう」「何をされるか、分からず怖かっただろう」「親類まで処罰するのは厳しすぎる」

などと予想していた。 シートには、「予想」「箱館の人々の気持ち」「まとめ 函館は」の３つの記入

欄があり、最後に「異国情緒のある街になった」と結ぶワークシート構成になっている。

函館の当時の船大工で、独自の調査を基に西洋式帆船「箱館丸」を建造した「続豊治」に焦点を当

てて、「昔の函館の人々の気持ち」について考えた。ワークシートには、函館奉行所の役人の写真と「続

豊治」の写真を載せた会話の書き込み欄があり、奉行所の「なぜ、あんな危険なことをしたんだ。厳

しい罰があるのに」という言葉に対して、豊治の「わたしは…」の続きの台詞を考えて、思い、考え、

願いなどを記入し、発表し合う活動を行った。また、「続豊治」はどんな人であったかも考えた。

「黒船をまねて、立派な船を造ってみたい」「黒船の仕組みを教えてもらいたい」など当時の黒船に対

する続豊治の思いや熱意を考えて発表していた。「新しいことに挑戦する人」「あきらめない人だ」と

いう意見もあった。電子黒板などを活用して、様々な資料を５年生が理解できるようにと、工夫され

た授業であった。現在の異国情緒あふれる函館になった歴史的な事実を探るため、「続豊治」という人

を通して考え合う良い授業であった。



【分科会の様子】

（授業者から）

・函館に来て10年。「大好きなまち」函館を子どもたちに伝えたい。数年前から教材開発に取り組む。

事前のアンケートでは、地元のことをあまり分かっていないという実態がある。昔住んでいた函館の

人たちに着目させ今回の授業を組み立てた。

・「魅力的なまち」第１位に輝いた函館からスタートした授業だが、「続豊治」と「箱館丸」に注目し

た。

・本時は、「異国情緒のある街」を探る授業。キーワードは、「ペリー」である。ICTを活用した授業

だったが、歴史的分野のため説明が多くなってしまった。まとめの時間も長くなってしまった。子ど

もたちの言葉に「人々」と入っていたので、概ね、ねらいは達成されていたと思う。

（参加者の質問・意見）

・内容が他の学年の重なる場合があると思うが、駒場小ではどうか。

・子どもたちを引きつける内容の教材であったと思う。

・これまでの授業の取組については。

・「函館の先人の気質」についてもっと詰めて行ければ良いと思う。

・今日は「人」であったが、他にもフィリップ・グロード氏、カールレーモン氏なども教材化できる

と思う。

・「今、函館で頑張っている人」をクローズアップするのも手であろう。

・台詞を考えさせる場面では、自分と重ねるのは、ちょっと難しかった。

（助言者から）

＜石川指導主事より＞

・丁寧な発問が印象的であった。子どもたちの発言は、今日は少なかったかも。ICTを効果的に活用

していた。教材はもう少し改良が必要かも。全国へ発信できる教材だと思う。子どもにとって、外国

を見て、自分の土地を更に知ることが大事。

＜八木校長より＞

・（視点１）今日のは、「函館らしさ」にふさわしい教材であった。「ふるさと函館」を単に学ぶので

はなく、「郷土の心を伝える」ことが大事。

・（視点２）現実性、情緒性、多様性を大切にしてほしい。感動体験。子どもたちの心にぐさっと刺さ

るような扱い方も工夫してほしい。コミュニケーション能力の育成も大切で、学級経営との関わりも

考える必要がある。



【小学校部会 公開授業・授業別分科会】（国際理解／開発教育）

小学校５年 総合的な学習 単元名「コスモポリタン HAKODATE Ⅱ」

◇児童 函館市立中央小学校 ６年１組 ３６名

◇授業者 函館市立中央小学校 教諭 三品 充子

◇運営・司会者 函館市立亀尾中学校 教頭 佐藤 美加

◇助言者 函館市教育委員会学校教育部教育指導課 指導主事 永井 貴之

北海道教育庁学校教育局義務教育課 指導主事 遠藤 直俊

◇記録者 函館市立あさひ小学校 教諭 佐々木美枝

【授業の様子】

本時の目標「ある国、ある人たちの食べ物を求める姿から、そこに生きる人たちの思いを考えよう」

が確認され、地域の写真と、発展途上国の写真が映し出された。発展途上国の方を見て「田舎っぽい」

「ぼろぼろで古い」など、様々なつぶやきが聞こえてきた。続いて、発展途上国でゴミ拾いをしてお

金を得ている女の子の写真が提示され、「ゴミの山で働く少女の気持ちを想像しなさい。」との指示で、

各自がワークシートに書き込む。「くさいし、きたない。」「早く家に帰りたい。」「別なところに行き

たい。」「お金になる物を探したい。」などの感想が出された。

次は、その少女のインタビューの様子を動画で見る。少女の気持ちを予想し、それを個人でまとめ

た後、グループでの交流の時間が設けられた。「自分や家族のためにがんばらなければ。」「私が働け

ば家族が喜ぶ。それが自分の喜びである。」といった考

えが出された。貧しく苦しい生活の中にも前向きに生き

抜こうとする少女のたくましさを子どもたちが感じ取っ

たようであった。

最後に函館大火直後の街の様子と、函館が発展してき

た時代の人々の笑顔の写真が映された。国が違っていて

も家族のためにたくましく生きる姿は共通のものであ

る、ということがまとめとなった。

身近な物として考えやすい教材を提示したことによ

り、子どもたちの意欲と集中力が持続した。また率直な

つぶやきや思いを大切にしながら授業を進め、また問いかけることによってさらに思考を深めさせて

いく担任の姿があった。１時間の中での子どもたちの変容が見てとれた授業であった。

【分科会の様子】

○授業者より次のような感想が述べられた。「貧しい＝かわいそう、という発展途上国に対するステレ

オタイプに終わらないよう配慮した。教材の研究がうまくいき、普段は支援が必要な子たちも授業に

参加できていた。予想以上によい意見が出て驚いた。前半の流れを最後のまとめ（函館）に結びつけ



るのは難しかった。今後の指導計画については見直す必要もあるのかもしれない。」

○質疑応答では、研究の３つの柱について活発な討議がなされた。経験や実践に基づいた貴重な意見

やアドバイスを数多くいただいた。

・多くの情報を与えた上で、ゴミ拾いをする少女の気持ちを考えさせるとよかった。

・発展途上国の現状を知る人に話を聞くことや、実際にリサイクル活動に取り組むことなどもよい方

法である。

・ポジティブな印象になる物を与え、発展途上国によいイメージをもった中で分かち合うことが大切

である。共に楽しみ、喜び合うことが “ 行動化 ” につながっていく。

・“ たくましく生きる ” というキーワードをどのようにとらえ授業の中に表現したか。→ “ かわいそ

う ” という感想で終わらないように、キーワードとした。

・“ ゴミ ” と “ 函館大火 ” を結びつけるのには無理があったと思う。

・２つめと３つめの柱は、今後どのようにつなげていくのか。

→外部の人の話を聞くことや調べ学習を通じて周りの友だちについて振り返らせたい。外国の子も

同じ人間であることを認識させ、自分たちが成長した時のことについても目を向けさせたい。

・ポジティブシンキングのよい教材もあるので活用してはどうか。

・子どもが生き生きとした表情をしている写真や、函館の昔の写真を先に見せるのも１つの手である

と思った。

＜永井指導主事より＞

今までの学級の歩みが見えて、学ぶことの多い授業だった。今日の授業をきっかけに子どもたちと

世界の距離が縮まった。社会の認識を作る礎となる単元構成となっていた。教師の指導と子どもの学

びのバランスが大切である。子どもたちが自分の学びにしていくきっかけとなった授業であり、確か

な学びがあった。

＜遠藤指導主事より＞

自己の生き方を考えることができる、ということに迫る授業と指導計画であった。

○視点１について

考えさせる工夫が十分できていて地域への愛着を感じる授業であった。話し合わせるための情報に

ついては、若干不足していた。総合的な学習においては、学年のつながりを整理し、６年生の学習に

結びつけて活用するとよい。

○視点３について

理解にとどまっていたものを主体となって発信していくことである。本時においても次につながる

ような展開ができるとよかった。

○総合的な学習においては、情報収集、整理分析、まとめ・表現の過程を大切にしてほしい。他の教

科との関連も大切である。小・中の重複がないように関連を図り、系統性のある教育課程を編成して

ほしい。



【中学校部会 英語・音楽・社会 公開授業・授業別分科会】
（函館らしい 国際理解教育）

◇授業者 函館市立五稜中学校 教諭 川端 裕介（社会）
函館市立五稜中学校 教諭 高橋 賢（音楽）

函館市立的場中学校 教諭 林 修司（英語）

◇助言者 函館市立銭亀沢中学校 校長 安達 克佳
北海道教育庁渡島教育局教育支援課義務教育指導班 指導主事 青木 順一

◇司会者 函館市立港中学校 教頭 長谷川秀雄

◇記録者 函館市立赤川中学校 教諭 小川 史浩

【授業の概要】
（１）社会

導入では、教師が自ら函館市の観光地に出向き、観光客へアンケートを行った結果を示して、函館の魅力

を考えさせるとともに全国的な調査結果で函館が魅力ある街の上位に位置することを確認するなど、自分た
ちの住む街が、他の都市や国の人々にとっていかに魅力があるかを確認した。

本時では、開港時の絵や写真をもとに班ごとに、当時の函館の様子を確かめる活動を展開した。その中で、

当時の人々の思いを想像しながら、開港当時から変わっていないもの、開港当時にすでにあったものなどを
発見していった。その後、それぞれ発見した事柄をまとめ、黒板に掲示し、交流したが、一応に、西洋文化

を躊躇せず取り入れていった函館の人々の心の広さに驚いていた。

まとめとして、教師が事前に撮っていた活用した資料と同じ場所の写真を提示し、比較させていたが、生
徒たちは、現存する施設と変わらないことに気づき、この街の魅力が１５１年間継続してきている当時の歴

史・文化によるものだということを体感していた。

（２）音楽

導入では、函館市で２０年以上継続され、五稜郭史跡跡地で開催される「野外劇」のビデオを鑑賞し、開

港当時のペリーと函館の人々のふれあいや当時の西洋音楽の様子について、自分なりのイメージをもたせた。
本時では、声楽家で、函館の開港当時の西洋音楽を研究している徳永ふさ子氏をゲストティーチャーに招

き、当時の様子の説明を受けた。様々な種類の音楽を、自ら歌いながら説明をする姿に、生徒たちは興味深

い表情で聞き入っていた。その後、当時の曲を一緒に歌う活動になり、「アルプス一万尺」やフォスターの「主
は冷たい土の中」を練習した。指導の中で、徐々に生徒の声も出始め、すてきな合唱を披露することができ

た。

まとめとして、生徒の感想を発表する場面があったが、「小さい頃から知っているアルプス一万尺が、こん
なに古い時代に函館で聞かれていたことや当時の函館の人々が口ずさんでいたことに驚いた」など、当時の

人々への思いを膨らませていた。

（３）英語

導入では、指導者と生徒が、的場中学校の生徒数・教員数、創立年について英問英答をするウォームアッ

プを行った。更に、生徒が遠足や体育大会などを英語で紹介する間に指導者がパワーポイントを使用して的
場中学校の写真を提示した。

本時では、幕府の鎖国政策により、国際交流をできなかった箱館の人たちが１５０年前にペリーたちとど

うやってコミュニケーションをとったのかを考えさせた。当時の文献から、ペリーが函館で買い物をしたこ
とが解っている。生徒たちはグループでの話し合いの中から、ボディランゲージや、耳でききとることを想

像する。実際に初体験する大変さを実感させるために、韓国語の会話をナチュラルスピードで聞かせ、書き

取ることの難しさを実感させ当時の英語学者の苦労を感じさせた。さらに当時の文献で残っている、函館の
人たちが聞き取った英語をワークシートに載せ、生徒たちの自分たちが今習っているどの表現なのかを考え

させた。生徒たちは実際に何度も発音してみて正解を導き出していた。

まとめとして、「函館賛歌」を生徒全員で歌いながら、函館の名物「夜景」、「ラッキーピエロ」、「焼き鳥弁
当」などを既習の英語表現を使って紹介した。歌の声も発表の声もよく通り生徒たちは取り組みに満足して

いる様子であった。

【研究協議】

最初に、函館市立桔梗中学校 教頭 磯部 伸一先生より函館における国際理解教育の取り組みの経過に

ついて説明。
（１）討議の柱



・函館と世界をつなぐ教材作り

・仲間と共に問題を解決していく学習活動の構築
（２）授業者より

・函館らしさ・良さを認識して欲しいという願いで、函館英学・函館の紹介・開港当時の英語という３つの

視点で授業に取り組んだ。生徒は一生懸命考え、当時の人々の努力に気づいてくれた。（英語）
・函館の歴史的意義をふまえ、観光や歴史が大きなウェートを占めることに留意し授業を進めた。普段から

グループ活動に取り組み、資料の読み取り・活用の面では、中央図書館を利用した。緊張していたが生徒た

ちはとても頑張っていた。（社会）
本校の生徒が、函館の野外劇にも出演していることから、１５０年前入ってきた西洋音楽とどう関わってき

たのかを知る授業であった。ゲストティーチャーを入れる難しさはあったが生徒は本物の音楽に触れ、感動

していた。（音楽）
（３）討議の内容

○社会

・今回は導入に持ってきたが、自国文化・日本地理との関連ではまとめの授業としてやっても未来の自分に
つながるという意味で関心・意欲を喚起させることができたと思う。

・小学校の総合的な学習の活動とのダブりが感じられる。今後は小学校、中学校での連携を図り、すりあわ

せをする必要がある。
・授業の中で、ホワイトボードを使って生徒の意見をまとめさせる場面では、指導者の生徒に対する熱意を

感じた。見学に行ったことと、今回の授業との関わりの中で、３日前に行った場所を探させ、予想させる活

動があればもっと広がりがあったのではないか。
・函館学というものを意識したのは開港１５０年を迎えたつい最近。経済的に衰退してきて初めて良いもの

に気づく。今後は新しいカリキュラム作りに取り組んでいかなくてはならない。

○音楽
・生徒がゲストティーチャーの指導を受け、本物を聞いたことでうまくハモれたという感想を述べていた。

いいものの魅力を伝えたいという思いが行動の源になると考える。

・郷土の文化の理解と継承という目標は達成されていた。更に行動に移し、世界に向けて発信していくこと
がこれから大事になってくる。

○英語

・函館を好きになって初めて日本人としての自分が確立される気がした。耳から入る英語で授業を構築して
いきたい。

・ハングルを聞き取れないところで生徒の心が揺さぶられた。すばらしい瞬間でした。

・最後の歌にしびれた。函館の自慢できるものをグループで考えていた。友人と共に課題を解決し、今日は
自分の番とはりきっていた。クラス全体があたたかい雰囲気で、将来函館の良さを発信していく子どもたち

になると実感した。

【指導助言】

＜北海道教育庁渡島教育局 教育支援課義務教育指導班 指導主事 青木 順一＞

函館は自国の文化の大切さや函館に誇りを持てることを学べる素材が豊富な街であり、今日の授業で子ど
もは郷土愛を育み、函館の良さを話すことができるという行動化を意識していた。

社会科の授業の中では、生きた資料の用意、生の街の声を使うグループ活動、分析・問題解決的な課程な

ど指導者の思いがふんだんに入った授業で今後の展開が期待される。
音楽ではゲストティーチャーの力量のすごさを感じた。曲のとらえ、表現の深まり、合唱がどんどんよく

なることが実感されて良かった。

今後の課題としては、小学校でも同じようなことが総合的な学習で取り組まれているので、小中で何を取
り組んでいるのか知ることが大切。また、今後の方向性としては、国際理解教育は理解だけでなく発信して

いくことが大事であると考える。

＜函館市立銭亀沢中学校 校長 安達 克佳＞

先生たちが「どうやったら？」という追求する姿勢が子どもたちにフィードバックする。この授業のため

に何度もプレ研や指導案検討を行なった。１５０年前のペリーと会ったその時の様子を実感させるにはとい
う疑問からプレ研２回目の授業で「ハングルを聞いて書かせたら？」というアイディアが出た。

たとえば３年生の教材「A Mother's Lullaby」では函館空襲やジョンレノンのイマジンとセットで指導する
指導案を作成し、色々な学校で試してみてはどうか。今回取り組んだ授業の手法を発信し、函館全体で取り

組み、他校の先生方が更に工夫しよりよいものをつくりあげていければと考える。ＩＴが発達した今日、指

導案、ワークシートなども公開し、共有することでさらに向上が望める。
昨今、様々な画像が放送されているが、その中で放送される子どもの画像については、発達段階に応じて

見せる側に配慮が必要ではないかと感じている。赤ん坊が泳いでいる映像をみた幼児が自分も泳げると考え、

親の知らない間にプールに入って、あわやということがあった。



【第１分科会 地域からの発信、仲間と共に行動する姿を求める
国際理解教育の実践】

◇運営・司会者 北海道教育大学附属札幌小学校 教諭 根岸 良久
◇助言者 岩見沢市立美園小学校 校長 石塚 信彦

北海道教育庁渡島教育局教育支援課義務教育指導班 指導主事 青木 順一
◇記録者 函館市立柏野小学校 教諭 小阪 真理子

１．提言の概要

「共通目標の実現に向け、人との関わりを大切にする国際理解教育の実践」

釧路市立阿寒中学校 恐神 邦嗣

「総合的な学習における国際理解教育の計画と実践」 札幌市立福移小学校 永洞 純一

「対立の本質を学ぶことで平和を考える姿を求める国際理解教育の実践」

北広島市立大曲小学校 佐々木 智秀

２．研究協議

Q：恐神先生の実践において、英語で他にどのような題材の実践例があるか参考のため教えていただきた

い。

A：現在は、教科書中心で教科書に準じた題材となっているが，電話や道案内などに発展させることもで

きると考えられる。常に実践できるものがないか探している。

Q：永洞先生の実践において、後半で子どもにお金をあげるかあげないかの場面で、先生がどういうリア

クションをしたのか教えていただきたい。

A：写真でパラグアイの実態を見せ、どうするか問いかけ、子どもたちの

考えを聞いていった。子どもたちは最終的に、家族が仲良くしている

ことに気づいてくれた。

Q：それぞれの実践において、ここを発信したかったという部分を教えて

いただきたい。

A：恐神先生～世界の食文化を身近に実感させ、仲間とともに相談し、行

っていくところ。永洞先生～学校全体で何か取り組めることがないか

模索しているところで、考えて発信していきたいと考えている。佐々木先生～北広島市で学べる平和

教育を伝えたかった。これからどうしていくかも考えていきたい。

３．指導助言

＜青木順一指導主事＞貴重な提言であり、いろいろな課題も投げかけてくれたと思う。これからみなさんに

考えていただきたいことは、国際理解教育は何の教育、何の領域でやるのかしっかり押さえてほしいという

ことである。教科の目標、趣旨にしっかり照らしてほしい。英語の四観点、総合の趣旨も押さえて、活動あ

りきだけで終わってほしくないと考える。そこからどんな子にしたいか、つなげていってほしい。これから

は地域でどんなことができるのか考えていくことなど必要ではないだろうか。自国の文化、歴史についてし

っかり押さえるべきだろう。恐神先生の実践については、テーマが大きすぎたのではないか。総合で押さえ

てもいいのではないかと思う。この時間をどこで扱うのかぜひ考えていってほしい。永洞先生の実践につい

ては、子どもたちが自ら考え、一人一人が課題をもてるようにするためにすることが大切であり、発信の仕

方の工夫が必要ではないかと思う。佐々木先生の実践については総合の時数が減っていくので、社会と総合

を関連づけるなど工夫して進めていくことが必要だと思う。劇、壁新聞、ビデオレターなど様々な方法があ

るかもしれない。

＜石塚信彦校長＞国際理解教育はじめにありきではなく、自校の子どもの実態を押さえて、指導者の願いが

あってではないかと考える。教科のねらいは達成されつつ、国際理解教育のねらいも同時に達成されなけれ

ばならないと思う。意欲をもって実践された３人の先生方は素晴らしかった。恐神先生の実践については、

子どもたちの意欲を高められたことがよかった。内容が広いのでもう少し検討が必要だろう。永洞先生の実

践については、子どもの実態から出発しているところがよかった。変容した子どもたちの姿が見えた。佐々

木先生の実践については、真正面から平和教育に取り組んだことはすごい。目標を整理し、焦点化し、実践

を積めばさらによいのではないかと思う。



【第２分科会 国際交流や国際協力を通した国際理解教育の実践】

◇運営・司会者 上富良野町立上富良野西小学校 教諭 虻川 康士

◇助言者 北海道教育庁学校教育局義務教育課 指導主事 遠藤 直俊

室蘭市立東明中学校 校長 泰地 和幸

◇記録者 函館市立桔梗小学校 教諭 米坂 幸世

１ 提言の概要

①旭川市立末広小学校 坂井 正人 「国際理解を通して児童の自己実現を図る実践」

国際理解教育の視点に立ち児童の実態をもとに、青年海外協力隊（セントルシア）での体験を道徳の題

材として取り入れたという実践。学習活動の１時間目ではセントルシアにふれ、セントルシアのよさを探

し、自分たちと比較する（異文化理解）、２時間目では自分に目を向け、自分や友達のよさを見つけ今後の

生き方を考える（自国と自分）内容。

②帯広市立稲田小学校 越智 卓 「国際交流や国際協力を通した国際理解教育の実践」

JICA教師海外研修（ネパール）に参加して、青年海外協力隊として環境ソングを披露し、ネパールのゴ

ミ問題に取り組んでいる「吉岡幹人さん」と出会い、それをきっかけとして国際理解＜世界に触れる＞＜

世界を感じる＞＜世界を共に考える＞のテーマでおこなった総合的な学習の時間の実践発表。

③北見市立東相内小学校 田川 満男 「これからの国際協力について考える」

JOCV（アフリカのガーナ国）に参加し体験してきたことを中心に、他国の子どもたちの生活（服装・

表情・周りの様子等）を伝え、さらに自分のたちの生活と比較しながら、児童にこれからの国際協力につ

いて考えていく総合的な学習の時間の実践発表。

２ 指導助言

＜北海道教育庁学校教育局義務教育課 指導主事 遠藤 直俊＞

（1）他国を題材とした教材を扱う時に留意すべきこと

①相手文化や風習を知り、より深く考えようとすること

②自分の文化を振り返り、よりよく考えようとすること

③言語や文化の多様性に気づき、それらを受容すること

（2）総合的な学習の時間における国際理解教育の推進

①児童生徒の関心に応じた柔軟な計画にすること

②小中の系統を確認し継続した学習になること

③諸外国の生活や文化を体験・調査するという学習

④組織的な指導計画の作成

＜室蘭市立東明中学校 校長 泰地 和幸＞

・子どもの実態を把握して今の子どもたちにとって不足のもの、足りないもの、育てようとするものを押さ

えた授業をつくることが大切である。

・国際理解教育を教育課程に位置づけることが継続につながる。



【第３分科会 外国語活動を通したコミュニケーション能力を育む

国際理解教育の実践】
◇運営・司会者 札幌市立緑丘小学校 教諭 岩村 鋭介

◇助言者 釧路市立山花小学校 校長 戸松 栄

北海道教育庁上川教育局教育支援課義務教育指導班 指導主事 新居 雅人

◇記録者 函館市立鍛神小学校 教諭 橋谷 紘彰

１ 提言の概要

＊楽しく取り組む外国語活動を通してコミュニケーションをはかろうとする児童の育成

【松前町立小島小学校 川瀬 健】

楽しく取り組む外国語活動を通してコミュニケーションを図ろうとすることをねらいとし、実践を行った。

（１）ファンでインタレスティングな授業を心がける。

・担任が児童一人一人と英語で簡単な会話を繰り返し、自信をもって英語を話すことができる雰囲気を

つくる。

・生活場面を想像させる教材の提示の仕方を工夫して、視覚からの情報と関連づけて英語を理解しやす

くした。

・英語を使う場を工夫し，積極的に英語を使い会話をしようとする意欲の向上を図った。

（２）インプット量を増やすことで、アウトプットを増やす。

・warm-up game では、英語を動作つきで発音し、インプットを増やした。

・外国語活動以外の時間でも、朝の会などで、担任が意識して英語を使った。

＊外国語活動を通して国際理解教育のねらいにせまる実践とは 【札幌市立澄川小学校 二ツ山 徹】

小学校外国語活動と国際理解教育のねらいとのかかわりや、外国語活動の三つの柱で育成する子どもの姿

が国際理解で目指す子どもの姿とどのようにつながるのかを整理し、英語ノートを教材として活動案集を作

成した。

（１）活動案集制作の重点

・教師自身が使いたくなるようなものを作成する。

・英語ノートの基本的な流れは活かし、さらに楽しく実践できるような展開を工夫した。

（２）単元の目標の設定

子どもたちの「お互いを認め合う」姿が何よりも大切であると考えた。その姿が国際理解教育の目指す

「共生」の姿へとつながるからである。外国語活動を通して子どもたちがお互いのことを認め合ったり、

新たな発見が生まれたりすることを期待している。

２ 研究協議

（１）討議の柱：コミュニケーションを体験させる授業づくり

（２）討議の主な内容

・「使いたい！」と思わせることが大切であり、自分ごとと考えさせることが大事。

・ALT や友だちとの関わりを通して必要観を持たせることが重要。

・相手を尊重し合える活動を取り入れることが必要。

３ 指導助言

新居先生：①担任が楽しそうに会話するモデルを見せ、挑戦する気持ちや失敗を恐れない雰囲気を作るこ

とができていた。

②子どもが言葉によるコミュニケーションの楽しさを味わわせるために学習活動の充実を図っ

たことで、自分の思いを積極的に相手に伝えようとする子どもの姿が見られたことがよい。

③第３、４学年で総合的な学習の時間に国際理解にかかわる内容を指導する際は、その時間で

は外国語活動の目標や内容に即したことを指導することは適切ではないことを理解した上で

教育課程を編成する必要がある。

戸橋先生：①相手の文化の違いを受け入れ、尊重する心情を育むことが大切である。

②外国語活動を通して、相手を褒める言葉を使い、自己肯定感をつけさせることが重要である。

また外国語を使用することで普段とは異なる交流をすることができる。

③学んだことをインプットするだけでなく、アウトプットをすることで自己肯定感が生まれる。


